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地域の保健室に関する文献的検討
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　我が国において地域を基盤とするケアの構築が重要視される中で，地域の保健室，すなわち，「まち
の保健室」や「暮らしの保健室」と呼ばれるような活動が見られるようになってきた。両保健室につい
て，特に開催の状況あるいは活動対象や役割について，文献をもとに検討した。暮らしの保健室は，ま
ちの保健室と比べて開催頻度が高かった。活動対象と役割に関連するキーワードの出現回数を各保健室
で比較したところ，まちの保健室では，暮らしの保健室と比べて，「健康」，「仲間」，「住民」が多く見ら
れた。暮らしの保健室では，「療養」，「近所」，「医師」，「ケアマネジャー（以下，ケアマネジメントを含む）」
が多く見られた。「相談」，「予防」，「地域」，「家族」，「ボランティア」，「看護師」は，両保健室に共通し
て多く見られた。これらの結果は，各保健室の成り立ちや主眼を反映していると推定された。異なった
特徴はある一方で，両保健室は地域を基盤とするケアの一翼を担う機能における共通点も少なからず有
しており，今後の進展が期待される。
（キーワード：まちの保健室，暮らしの保健室，健康，地域住民，多職種連携，地域基盤型ケア）

緒言
わが国では，人口減少を伴う少子高齢化によって，地域

の医療や介護のサービスを提供する仕組みの改変が求めら
れている。地域の生活を保全するための地域を基盤とする
ケアの構築が大切になってきている１）。この構築には互助
や共助の要素が不可欠である。例えば，自治会，住民組
織，NPO （nonprofit organization） によって，福祉機能を
伴う見守りカフェや介護予防のための高齢者サロンといっ
た活動が既になされている１）。一方で，こうした要素の担
い手の拡充あるいは創出は未だ必要な状況にある。このた
めには，地域でどのような組織によってサービスが提供さ
れているのかを明らかにすることは意義深いと思われる。
このような背景の中，最近，「まちの保健室」２）あるいは

「暮らしの保健室」３）と称する「地域の保健室」の活動が
見られるようになった。まちの保健室は，日本看護協会の
地域への看護提供事業（2000年）として始まった２）。はじ
めはボランティアの看護師によって取り組まれてきたが，
最近では看護学部を持つ大学や医療機関に所属する看護師
グループが運営する取り組みも見られるようになった。一
方で，暮らしの保健室は，イギリスのマギーズセンターに
ならって訪問看護を提供する会社を母体として開設された
（2011年）３）。この取り組みは，訪問看護ステーションや在
宅療養支援診療所と連動して徐々に拡大している３）。いず
れの保健室にも明確な定義はなく，地域の健康や生活に関

わる相談の拠点として，多様な相談事案を扱い，運営母体
も多岐に渡ることから両者はしばしば混同されることがあ
る。両保健室の特徴を検討することは，地域を基盤とする
ケアとして同保健室の位置づけを考える上での参考になる
と思われる。本稿では，まちの保健室と暮らしの保健室と
の共通点や相違点について，文献的に検討したので報告す
る。

対象と方法
「まちの保健室」と「暮らしの保健室」をキーワードと

した検索を，医学中央雑誌を用いて行った（検索式：“ま
ちの保健室”/AL or “暮らしの保健室”/AL）。2019年８月
31日時点で検索された文献のうちで会議録または本文への
リンクがない場合を除外して，原著（特集用原著を含む）
/解説論文（特定の保健室の内容を紹介している論文）を
対象とした。検索の上で241件がヒットし，まちの保健室
に関する48文献と暮らしの保健室に関する10文献が採択さ
れた（図１）。なお，参考のために原著として対象とした
文献を一覧化した（付表）。

開催の状況
対象文献をもとに，開催地（自治体レベル）と開催頻度

についての記載を確認して記録した。なお，直接の記載が
ない場合であっても，他の文献からその保健室の開催に関
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種　類 市町村 運　営 開設時期 開催頻度

まち４） 土浦市 病院 2002年 月１回
まち５） 茂原市 看護協会 2002年 週３日
まち６） 小千谷市 病院 2001年 年５回
まち７） 魚津市 看護協会 2001年 月１回
まち８） 金沢市 老人保健施設 2002年 週５日
まち９） 山梨県 看護協会 2001年 不明
まち10） 三重県 不明 不　明 不明
まち11） 名張市 自治体 2005年 平日
まち12） 名張市 自治体 2005年 平日
まち13） 茨木市 病院・大学 2003年 週６日
まち14） 茨木市 病院・大学 2003年 週６日
まち15） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち16） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち17） 兵庫県 大学 2001年 月１回
まち18） 兵庫県 大学 2001年 月１回
まち19） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち20） 兵庫県 大学 2001年 月１回
まち21） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち22） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち23） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち２） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち24） 兵庫県 看護協会 2001年 月１回
まち25） 神戸市 大学 2005年 年９回
まち26） 神戸市 大学 2005年 年９回
まち27） 尼崎市 大学 不明 週１回
まち28） 尼崎市 大学 不明 週１回
まち29） 明石市 不明 2012年 月２回程度
まち30） 明石市 大学 2012年 不明
まち31） 明石市 大学 2012年 月１回
まち32） 明石市 大学 2012年 月２回程度
まち33） 明石市 大学 2012年 月１回
まち34） 倉吉市 大学 2015年 年間70回（以上）

まち35） 倉吉市 大学 2015年
拠点で月１回（準拠点で
は３か月に１回，イベン
ト・出前では不定期）

まち36） 倉吉市 大学 2015年 年間70回（以上）
まち37） 倉吉市 大学 2015年 年間70回（以上）

表１　各保健室の属性

図１　文献の検索フロー

する情報が得られる際にはそれを援用することとした。

キーワードの出現回数
検討文献において，各保健室の活動対象や役割２，３） に関
連するキーワードの出現回数を記録した。このキーワード

種　類 市町村 運　営 開設時期 開催頻度

まち38） 倉吉市 大学 2015年 年間70回（以上）

まち39） 倉吉市 大学 2015年
拠点で月１回（準拠点で
は３か月に１回，イベン
ト・出前では不定期）

まち40） 倉吉市 大学 2015年
拠点で月１回（準拠点で
は３か月に１回，イベン
ト・出前では不定期）

まち41） 倉吉市 大学 2015年
拠点で月１回（準拠点で
は３か月に１回，イベン
ト・出前では不定期）

まち42） 出雲市 看護協会 2003年 年18回
まち43） 出雲市 看護協会 2003年 年20回程度
まち44） 岡山市 看護協会 2001年 週２日
まち45） 山口市 NPO 2003年 週６日
まち46） 徳島市 大学 2004年 毎日
まち47） 徳島市 大学 2004年 毎日
まち48） 不明 不明 不明 不明
まち49） 不明 不明 不明 不明
まち50） 不明 不明 不明 不明
暮らし51） 秋田市 大学 2016年 週３日

暮らし52） 新宿区 訪問看護
ステーション 2011年 平日

暮らし53） 新宿区 訪問看護
ステーション 2011年 平日

暮らし54） 新宿区 訪問看護
ステーション 2011年 平日

暮らし55） 新宿区 訪問看護
ステーション 2011年 平日

暮らし56） 新宿区 訪問看護
ステーション 2011年 平日

暮らし57） 新宿区 訪問看護
ステーション 2011年 平日

暮らし58） 新宿区 訪問看護
ステーション 2011年 平日

暮らし59） 高山市 訪問看護
ステーション 2011年 週１日

暮らし60） 北九州市 ボランティア
団体 2016年 月２回（第２土日曜）

まち：まちの保健室，暮らし：暮らしの保健室

の抽出は，Adobe Acrobat Pro DC（Windows，アドビシス
テムズ株式会社，東京）の検索機能を用いて実施した。

統計学的解析
開催頻度やキーワードの出現回数については，両保健室

間で検定して比較した。分析にはt検定を用い，有意水準
を５％とした。

結果
開催の状況（表１）
まちの保健室と暮らしの保健室の開催頻度（平均±標準

偏差）は，それぞれ，1.71±2.14回/週，3.95±1.71回/週
であった。暮らしの保健室の開催のほうが有意に高頻度で
あった（p = 0.004）。
本研究で対象とした文献では，各保健室の開催地には若

干の特異性が窺われた。まちの保健室については兵庫県に
おける報告が20件と最も多かった。暮らしの保健室につい
ては，東京都における報告が７件と最も多かった。
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催が一般的であった。暮らしの保健室は，民営の訪問看護
ステーションあるいは在宅療養支援診療所が母体となった
取り組みが多く，在宅医療，介護を含めた生活面の相談と
調整窓口として日常的に活動していた３）。実際に，予約な
しで日頃から気軽に相談できる拠点としての意義を謳う暮
らしの保健室もみられた58）。
このような開催の状況は，各保健室が内包する課題と関

係することもここで付記しておきたい。まちの保健室には
ボランタリーな面があることから，活動に関する従事者の
不足やモチベーションの維持という課題が生じる24）。看護
系大学の授業や研究（住民のニーズ調査，相談技術の向上）
の機会として，その課題を克服するための工夫が報告され
ている18），31）。また，暮らしの保健室では経営の土台が薄弱
な場合には頻回の運営に課題を有するとされている60）。
開催地に関しては，本研究で対象とした報告内では，や

や特異な傾向が見られた。すなわち，まちの保健室の開催
地では兵庫県が４割を占めた。兵庫県には，兵庫県看護協
会，兵庫県立大学，園田学園女子大学，神戸市看護大学と
いった同保健室に関与する組織が多く存在する。これらの
団体から多数の報告がなされていることが開催地に占める
割合が大きかった一因となっている可能性があった。ま
た，阪神淡路大震災時に，仮設住宅や復興住宅を訪問し，
健康チェックや看護的な支援を行う健康アドバイザー事業
を行っており２），後の兵庫方式「まちの保健室」が浸透す
る基盤のある地域特性も一因であると推測された。2015年
に開設された鳥取看護大学は，開学時から社会貢献活動と
してまちの保健室を位置づけており35），最近，報告を続け
ている。
一方，暮らしの保健室では東京からなされた報告が多

かった。東京は，暮らしの保健室が開設された地域であ
り，その取り組みが全国に徐々に拡大している。東京から
の報告が多い理由になっていると思われた。
表２に示されたキーワードから見た両保健室の活動と役

割の比較は，両保健室の異なる特徴を示しつつも，共通し
た活動を明確化したことで興味深い資料と言える。この結
果は，両保健室の成り立ちと主眼に起因していると考えら
れた。すなわち，まちの保健室の活動では，看護師の職能
を生かした住民への健康相談，健康診断を通した生活習慣
の改善と健康づくりの啓発（教育）が挙げられた２）。これ
らがまちの保健室のキーワードにおいて，「健康」，「生活
習慣」，「住民」の頻出に反映されたと思われた。暮らしの
保健室の活動では，在宅療養の多職種による支援を身近に
行うことに重点が置かれる傾向があった３）。例えば，近隣
での居場所づくりを言明した報告があった57）。今回の結果
に見られた暮らしの保健室のキーワード（「職種」，「療養」，
「近所」）は，暮らしの保健室の中心的な活動に係る部分を
表しており，妥当な印象であった。
いずれの保健室も，医療機関とは異なる場所で地域や家

族を明確に意識して，医療，介護，健康について予防を含
めた相談や情報の提供をすることが共通のキーワードとし
て挙げられた。両保健室は，医療相談だけではなく日常生
活に関する相談も行い，種々の事案に対応していた53）。ほ
かには，ボランタリーに運営されている様子４），60）や，医

キーワード
まちの保健室,

平均（標準偏差）
暮らしの保健室,

平均（標準偏差）

健 康 41.88 （43.01） 3.30 （4.75）※

相 談 27.35 （34.57） 13.80 （9.54）
生 活 習 慣 6.23 （14.02） 0.10 （0.30）
予 防 3.96 （6.08） 5.30 （7.38）
療 養 0.48 （1.14） 2.10 （3.51）※

教 育 3.31 （5.33） 1.20 （1.60）
地 域 27.33 （26.08） 24.70 （20.42）
居 場 所 0.21 （0.50） 0.50 （1.50）
交 流 1.81 （3.03） 0.20 （0.40）
仲 間 0.21 （0.45） 0.80 （1.17）※

協 働 2.08 （6.26） 0.90 （2.39）
近 所 0.08 （0.45） 1.20 （1.60）※

家 族 4.13 （10.91） 8.60 （9.26）
住 民 12.48 （12.05） 4.40 （5.18）※

ボランティア 5.40 （9.99） 3.30 （3.03）
医 師 0.90 （2.22） 3.10 （3.08）※

看 護 師 5.94 （9.92） 4.30 （3.16）
保 健 師 2.13 （3.73） 1.10 （1.14）
薬 剤 師 0.13 （0.39） 0.30 （0.46）
栄 養 士 0.23 （0.59） 0.60 （1.28）
介 護 福 祉 士 0.06 （0.32） 0.00 （０）　
ケアマネジャー 0.38 （0.93） 1.80 （1.54）※

※ p < 0.05

表２　�各保健室の活動対象や役割に関連するキーワードの
出現回数

キーワードの出現回数
表２に，各保健室の活動対象や役割に関連するキーワー

ドの出現回数を示した。まちの保健室が暮らしの保健室と
比べて多かったのは，「健康」，「住民」であった。有意で
はなかったが，「生活習慣」（p = 0.180）と「教育」（p = 0.227）
は比較的多くみられた。他方で，暮らしの保健室のほう
で，まちの保健室よりも多かったのは，「療養」，「近所」，「医
師」，「ケアマネジャー」であった。各保健室に共通して（す
なわち有意差はなく），出現頻度が多かったのは，「相談」，
「予防」，「地域」，「家族」，「ボランティア」，「看護師」であっ
た。

考察
今回，異なる経緯で発展してきた，地域を基盤とする２

つの保健活動について文献的検討を行い，今後の協働や連
携を模索する上で，課題，ニーズの共通点あるいは異なる
点を明らかにした。
開催の状況，活動対象，役割に着目し，まちの保健室と

暮らしの保健室とを比較した。開催の状況は，両保健室の
成り立ち（発展の経緯）や主眼の差異で説明できると思わ
れた。すなわち，まちの保健室は，医療機関に勤務してい
る看護師が公共委託あるいはボランティアで，健康に関す
る看護相談の場として提供されていた２）。昨今では，看護
系の大学の地域貢献や実習の場にもなっていた２）。まちの
保健室の開催頻度は，多様な運営形態の影響もあり，毎日
から年に５回程度と幅を認めたが，月に１，２回程度の開
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療，介護の枠にとらわれることなく生活面に渡る看護師の
職能の幅広さもキーワードの多様性から窺えた。両保健室
は，名称は異なるが公益性を保持し，地域を基盤とするケ
アの（特に互助的な）一翼として重要な機能を果たしてい
ることが明らかとなった。
地域での生活においては，複雑で多様な相談事案が発生

するのは常である。超高齢社会になって，その支え手の負
担増や不足も指摘される中で，あらゆる資源がいわば総力
戦で，地域社会を支え合う体制が求められている。地域で
の相談先の充実は必須である。近年では，暮らしの保健室
にヒントを得て始められた「みんなの保健室」62），63）という
活動も現出しており，これも類似の機能を有していると思
われる。保健室の名称は異なっても，これらの事業者，運
営者が協働した活動はますます期待されるであろう。
本調査では，研究報告がなされている活動に関して検討

を行ったことから，その内容は検索される範囲内の傾向で
ある点に留意すべきである。検索語の選択においては，類
似した内容で名称が異なる活動も見受けられ62），63），すべ
ての類似の保健室活動を抽出する検索語の選択基準を設け
ることは難しく，本調査結果は，検索語に用いた二つの名
称で行われている活動に限定した一面を表していることに
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「国際まちの保健室」に参加
する在日外国人の健康意識，
生活習慣と健康状態の関連
性 33）

呉小玉 他
2016
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質問紙調査
健康意識，生活
習慣と健康状態
の関連性を検討

「国際まちの保健
室」に来室した
18 歳以上の在日
外国人 79 名

在日外国人の健康意識，生
活習慣の変容を促すための
看護介入する上での示唆が
得られた。

動脈硬化症の予防を目的と
したフットケアを用いた看
護相談の可能性の検討　「ま
ちの保健室」における看護
師による生活習慣病と足の
相談 32）

片岡千明
2015
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質的記述的研究
動脈硬化に関す
る身体状況と足
の状態，看護相
談に対する反応
を検討

専門まちの保健
室「生活習慣病
と足の看護相談」
の参加者 32 名

フットケアを用いた動脈硬
化症予防のための看護相談
の可能性が示唆された。

まちの保健室に来室した高
年齢者の日常生活習慣と身
体組成の特徴と関連性 31）

松井学洋 他
2012
日本地域看護学会誌

質問紙調査
身体組成と食事，
運動との関連

2009 年 ６ 月 ～
2010 年３月にま
ちの保健室に来
室し，協力が得
られた 50 人

客観的な測定結果の提供に
より根拠に基づく自身の生
活習慣の振り返りにつなが
る。

神戸市看護大学“まちの保
健室”『こころと身体の看護
相談』の活動実績とその評
価 26）

三浦藍 他
2012
神戸市看護大学紀要

調査票調査，質
問紙調査
看護相談の活動
実績と利用者の
評価の関係

調査票：看護相
談の利用者の内，
同意が得られた
20 名
質問紙：看護相
談の利用者の内，
同意が得られた
16 名

「看護相談」は，何らかの問
題を抱えた時の相談先とし
て医療機関と家族や友人の
中間に位置する場として機
能している。

神戸市看護大学“まちの保
健室”の活動評価　利用者
のアンケート調査より 25）

池田清子 他
2012
神戸市看護大学紀要

質問紙調査
「まちの保健室」
の利用者属性，
満足度，参加動
機などによる活
動評価

「まちの保健室」
利用者の内，協
力の得られた
232 人

半数以上の利用者がかかり
つけ医を持ちながらも，健
康づくりのきっかけとして
「まちの保健室」を利用して
いる。

「まちの保健室」利用者への
運動習慣支援に関する相談
技術の抽出 30）

新井香奈子 他
2012
日本看護学会論文
集： 地域看護

質問紙調査，質
的記述的研究
相談，面談に関
する教育プログ
ラム開発のため
の資料収集

平成 21 年４月～
平成 22 年３月に
研究参加に同意
した地域住民

ボランティア看護師が継続
して関わり続けるという姿
勢を示す事が，相談者の信
頼・安心につながっていた。

【卒後院内教育にも活用でき
る「まちの保健室」兵庫県
看護協会の取り組み】 卒後院
内教育研修プログラムに「ま
ちの保健室」講座を導入し
た実践とその評価 24）

神崎初美 他
2012
看護

質問紙調査
卒後院内教育プ
ログラムに「ま
ちの保健室」講
義と実習を取り
入れた効果の検
証

2009 年 10 月 ～
2010 年２月
研修プログラム
参加看護師 111
名

看護協会による「まちの保
健室」運営上の工夫，行政
や保健師との連携，ナース
個人の学習努力を続けるこ
とにより強化する必要があ
る。

就労中年男性へテーラーメ
イドで実施する運動支援に
関する介入研究とその有効
性の検討　「まちの保健室」
で行う支援プログラム確立の
ためのパイロットスタディ 23）

神崎初美 他
2010
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

前後比較介入試
験
「まちの保健室」
で行う中年男性
への運動支援プ
ログラムの効果
検証

同意の得られた
９名

参加者に運動習慣を確立す
ることが確認され，内臓脂
肪断面積・体脂肪量・体重
が改善した。
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園田キャンパス「まちの保
健室」の参加者の身体状況
と健康意識の実態　兵庫県
健康増進プログラムの実施
を通して 28）

呉小玉 他
2010
園田学園女子大学論
文集

質 問 紙 と検査
データの分析
「まちの保健室」
で行った健康増
進プログラム参
加者の健康状態
と健康意識の変
容調査

健康増進プログ
ラム参加者の内
同意の得られた
146 名

個々の健康状態・生活習慣
をアセスメントし，個人の
健康意識や身体測定の結果
に合った看護の介入が効果
的である。

兵庫県健康増進プログラム
の信頼性と妥当性に関する
研究　園田キャンパス「ま
ちの保健室」で実施した健
康増進プログラムを通し
て 27）

呉小玉 他
2008
園田学園女子大学論
文集

質問紙調査
健康増進プログ
ラムの妥当性検
証

「まちの保健室」
来室者のうち
同意の得られた
146 名

兵庫県健康増進プログラム
の信頼性と妥当性の高さが
確認された。

バーチャル看護相談室開設
から４年間の利用状況分
析 47）

杉原治美 他
2009
日本医療マネジメン
ト学会雑誌

アクセスログ解
析
情報提供サービ
スとしての役割
検証

2005 年 10 月 ～
2008 年３月まで
のバーチャル看
護相談室「まち
の保健室」のホー
ムページ来訪者

医療関係者および一般住民
が，バーチャル相談室の利
用により，時間や場所の制
限なしに情報を入手してい
ることが確認された。

「まちの保健室」ボランティ
ア看護師のスキルアップ研
修の評価と今後のニーズの
検討 22）

神原咲子 他
2009
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質問紙調査
ボランティア看
護師のスキル
アップ研修会の
効果検証

2007 年 10 月 17
日開催の研修会
参加看護師

看護師がボランティアとし
て働くための職場の理解が
不可欠である。

地域住民の認知症に対する
意識と相談ニーズに関する
調査　「まちの保健室」の
相談場所としての利用可能
性 29）

松岡千代 他
2009
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質問紙調査
地域住民の認知
症に対する意識，
相談ニーズの把
握

地域住民：配布
数 3624（有効回
答 858）

認知症の相談先として「ま
ちの保健室」のニーズは高
い一方，相談場所，日時，
方法は多様である。

兵庫県全域「まちの保健室」
を利用している地域住民の
健康状態と利用ニーズ 21）

神崎初美 他
2008
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質問紙調査
「まちの保健室」
利用者の健康状
態と利用ニーズ
の把握

調査用紙に有効
回答をした 405
（男 96，女 303）
人

健康指導は生活習慣の見直
しやメタボリックシンド
ローム予防，特に食事や運
動療法の指導に重点化する
必要性がある。

看護師による『こころの健
康相談』実践モデルの検
討 20）

近澤範子 他
2008
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質的機能的分析
「まちの保健室」
の独自の役割の
探究

平成 17，18 年度
の相談記録 65 件

大学を拠点とした精神看護
学担当教員による『心の健
康相談』の概念モデル（試案）
を提案した。

高齢者の口腔ケア支援に関
する相談技術の抽出　歯科
衛生士が用いている相談技
術 19）

坂下玲子 他
2008
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質的記述的分析
高齢者の口腔ケ
アに関する相談
技術の検討

研究参加の同意
の得られた歯科
衛生士 27 名

歯科衛生士の相談技術は看
護ケアの技術と重なる点が
みられ，看護職も参考にで
きると考えられた。

看護師による『こころの健
康相談』の来談者のニーズ
および効果の検討 18）

近澤範子 他
2007
兵庫県立大学看護学
部・地域ケア開発研
究所紀要

質的記述的研究
相談の評価検証

３回以上継続し
て「こころの健
康相談」を受け
ており，同意が
得られた来談者

相談による効果は悩みを持
ちながらも安定した生活を
営めるようになった，など
の前向きな変化がみられた。
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「まちの保健室」における睡
眠相談の試み 17）

大島理恵子 他
2006
兵庫県立大学看護学
部紀要

質問紙調査
「まちの保健室」
における睡眠相
談の活動方法の
検討

まちの保健室来
訪者 102 名

来訪者の睡眠に対する考え
方や生活行動に変化が現れ，
睡眠が改善する効果がある
ことが示唆された。

在宅高齢者の転倒に対する
自己効力感の測定 10）

鈴木みずえ 他
2005
老年精神医学雑誌

質的記述的研究
転倒に関する自
己効力感の検証

まちの保健室の
65 歳以上の参加
者の内，承諾の
得られた 71 名
（ 男：34， 女：
37）

日本語版転倒関連自己効力
感尺度は信頼性・妥当性が
あり，高齢者の転倒予防教
育において有効であると示
唆された。

地域と響きあう健康作り運
動をめざして　「あいのまち
の保健室」開設１年目の活
動報告 13）

蛭田由美 他
2005
藍野学院紀要

質的記述的研究
保健室実施の効
果検討

「あいのまちの
保健室」参加者
569 名

参加者の殆どは女性であり，
催し物，特に骨密度測定の
参加率，参加満足度が高かっ
た。

「まちの保健室」における骨
密度測定実施の試み 15）

吉田明子 他
2004
兵庫県立看護大学紀
要

質問紙調査
健康管理の側面
から「まちの保
健室」のあり方
を検討

まちの保健室来
訪者 240 名

「健康について相談する場」
と「自分の健康について振
り返る場」として機能した。

遠隔看護システムにおける
バイタル情報の有用性　「ま
ちの保健室」での活用に向
けて 48）

東ますみ 他
2002
兵庫県立看護大学紀
要

バイタル情報解
析
遠隔看護システ
ムのためのバイ
タル情報の検証

研究参加に同意
の得られた３名

指尖容積脈波のカオス解析
によって，生理状態，心理
状態を含めた客観的な健康
状態の指標となる可能性が
示唆された。
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Characteristics of two kinds of community-based healthcare rooms：
A literature review

Two kinds of community-based healthcare rooms indicate new movements in community-based care. The Local Health Room 
（Japanese：Machi-no-Hoken Shitsu） was started in 2000 by the Japan Nursing Association. Its activities are expanded by 
volunteer nurses involved with several universities and organizations. The Daily Life Healthcare Room （Kurashi-no-Hoken 
Shitsu） was established in 2011 and is not always associated with hospitals or clinics. This literature review looked at both 
the differences and similarities between the two rooms. Daily Life Healthcare Rooms were found more frequently than 
Local Health Rooms. Keywords associated with the roles of the rooms, as seen in the literature, are‘health’,‘partnership’, 
and‘community residents’ in the Local Health Rooms, and‘recuperation/medical care’,‘neighborhood’,‘doctor’, and 
‘care manager’ in the Daily Life Healthcare Rooms. In both types of rooms, frequent keywords were‘consultation’, 
‘prevention’,‘community’,‘family’,‘volunteer’, and‘nurse’. The characteristics of the consultations and the keywords are 

thought to result from their histories and scopes. The two rooms appear to share the key function of community-based care 
and have been important players in community health.
（Keywords：local health room, daily life healthcare room, health consultation, community-based care）
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